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65歳未満で， Glasgowcoma scale scoreが5～8の
重症脳挫傷患者に軽度低体温療法を1994年より実施し








































































































































































【結果】転帰は A群12例， B群5例， C群6例で
あった MHT中の頭蓋内圧 (ICP）は A群 C群聞
で有意差（p=0.02）を認めた．脳潅流圧（CPPIは A
群－B群および A群－c群の各群間で有意差（p=0.04























【結果】転帰は GOSで GR01'7!J, MD 41'7fJ, SD 
2例， vs1 例， D 2例であり，疾患別では，くも膜
下出血でMD1例， D 2例，脳挫傷でMD3例， SD
l例， vsl例，被殻出血では SD1例であった.ICP 
は低体温中 20mmHg以下にコントローノレ可能であっ
たのは9症例中6例であり，その6例の転帰はMD3 












第30田 中国四国神経外傷研究会 153 




















































































































































































































































































少率（コントローノレ比）は， Ll/2高位で ESCPNI 
118.2±25.3%, N2 16.6±25.3%，腰膨大部でESCPN3 














































































EC50 valueは NO,TNF－日ともに約 1μMであった．
【考察】マイクログリアより放出されることが報告
されている NOやグルタミン酸は痛みのトランスミ
ッターであり，このマイクログリアの増殖と活性化は，
脊髄の機能障害の原因となるのみならず，脊髄性の痛
みのメカニズムにも関与している可能性がある．本研
究で明らかとなったマイクログリアの機能抑制作用
は，今まで報告のないプロスタグランディン Elの作
用機序であり，脊髄性の痛みや機能障害に対するプロ
スタグランディン Elの効果メカニズムの一つである
可能性がある．
特別講演
『中国四国神経外傷研究会を振り返って』
岡山療護センタ一顧問西本 詮
特別講演
『頭部外傷診療の変遷について』
徳山医師会病院名誉院長青木秀夫
